
生涯学習で「元気な入間」の実現へ 
生涯学習とは・・・・ 

一人一人が、健康で豊かな生活を営むことや、仕事に役立つ知識や技術を身
につけたり、生きがいのある充実した人生にするために、自分の意思に基づく
ことを基本として、必要に応じて自分に適した手段や方法を選んで、生涯を通
じて行う学習活動のこと 

 

24年度「まちの先生講座」 

実施報告 

入間市生涯学習をすすめる市民の会 
 

2012年10月18日 

http://irumagakushu.seesaa.net/ 
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１．主体的な学びと活発な市民活動のあるまち 
２．学びをとおしてコミュニティが充実し、心が通い合うまち 
３．市民と行政が協働するまち 

ビジョン： いるま生涯学習プラン２１ 



まちの先生講座の位置づけ 

地域の仲間に教える市民 

地域の仲間と学ぶ市民 

まちづくりを進める市民 
（まなびを活かす市民） 

＜学びの活用＞ ＜学びの仕組み＞ 

頑張る市民（自分へのチャレンジ） 

切っ掛けが欲
しい・・ 

仲間に教えたい・・ 

学びの成果を活
かしたい・・ 

入間市民の学びの仕組みの一環 
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＜学びの深化＞ 

＜仲間／地域へ＞ 

個人で学ぶ市民 



実施状況 

項 目 内 容 備 考 

実施期間 7/30（月）～9/29（土） ７月、８月、９月各下旬に集中 

講座種別（先生数） １３講座（１３名） まちの先生提案１３件を全て実施 

実施コマ数 ２０コマ 2コマ/講座(7)、1コマ/講座(6) 

受講生総数 延べ１７９名 男性（２４）、女性（１５５） 

スタッフ総数 延べ２０名 市民の会、生涯学習課 
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講座 

実施期間 

2、3月 4月 5月 6月 7月 8月 

講師の募集 

受講生募集 

▲市広報告知 

実施 △ 

講座決定 

9月 

企画、準備 

10月 

受講生募集 

ちらし配布 

△10/18 
まちの先生交流会 

4/24 △ 
まちの先生へ 

講座の説明会 

【実施の日程】 

△ 7/13 
受講申込 

締切（その後も適宜追加あり） 

開催日時、場所の仮確保 



受講生の声 
• 満足度： 大満足（７０）、満足（３７）、やや不満（１）、不満（０） 

• 参加費500円： 安い（３０）、妥当（６８）、高い（２） 

• 受講生の声： 

– 制度の違い、具体的な話が伺えて良かったです（成年後見） 

– 高齢者向きに配慮されていて分かり易かったです（健康体操） 

– 入間に優秀な先生が居られたことを知ることができました（古文書） 

– 青丘庵は初めてで、ぜひ入間市民に知って欲しいです（茶道の世界） 

– 野菜の生け花、家でも楽しみたいと思います（南宋盛物） 

– 地震についてマスコミの見方と違った視点での話が良かったです（地震） 

– 先生の話がとても楽しく、面白く、あっという間に時間が過ぎました（韓国語） 

– 少人数でしかも他の教室では習わないようなことも教わりました（パソコン） 

– 先生の指導がとても気持ちよく、心穏やかな時間でした（パステル画） 

– お花を目の前にして、とても優しい気持ちになれました（BOXフラワー） 

– 初めて自分で創ったのはとても嬉しいこと（ハンギングバスケット） 

– 具体的な言葉の使い方を学び、とても勉強になりました（親の学習） 

– 普段使わない筋肉を使ってからだがリフレッシュ出来ました（カラダの流れ） 4 



まちの先生の声 

• この講座が広がっていくと良いです。また、参加したい 

• まちの先生がもっと多く増える方向に持っていって欲しい 

• 募集ちらしは、二つ折だと講座名、募集方法が見にくい 

• 市報のお知らせには、できれば講師名も入れて欲しい 

• 多くの市民が気軽に体験できるチャンスを与えることは良い
と思います 

• 事前の打ち合わせは大事ですが、できれば書面でやり取り
でも良かったかと 

• 受講生が多数になったが、スタッフの協力で無事終了 

• スタッフの方が熱心に運営を担って下さいました 
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スタッフのコメント 

• 準備段階 
– 初めての試みで、まちの先生への説明が十分でなかった 

– 講座の日程、場所決めが円滑ではなかった（今回経験） 

– 講座の告知（市報、ちらし）の割には当初申込みが少なかった 

– 全ての講座を開講したが、先生の負担になったのでは 

• 講座実施段階 
– プロジェクタ、PCなどの準備が円滑でなかったところがあった 

– スタッフの作業をルーチン化できなかった（日替わりスタッフ） 

– 受講生の皆さんの評価が比較的好評だったのは嬉しい 

– 導入講座の位置づけだったが、更に継続を望む声が多くあった 

– 実技の講座では、座学の時間もあったらよいとの声もあった 
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まちの先生講座の今後 

• 平成24年度はその試行として「まちの先生講座」を企画・実施 
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＜まちの先生＞ 

＜まちの教室＞ 

＜まちの生徒＞ 

まちの先生リスト対象 

＜まちの先生事務室＞講座の運営 

出席 

出講 

時間割 

場所割 

募集：開催告知・PR 

応募 

まちの先生の募集：魅力的な先生を更に増やす 

応募 

１）先生対応 

 1-1）まちの先生リスト管理 

 1-2）募集および応募管理 

２）場所対応 

 活動室の予約、当日運営スタッフ 

３）市民対応 

 3-1）募集および応募管理 

４）活動記録 

 

５）講座企画など 

＜別紙＞ 



講座分野の区分け（発展版） 

8 

＜別紙＞ 

基礎科 

専攻科 

運 営 

健康体操 

成年後見 

韓国語 

茶道 

南宋盛物 

古文書 パソコン 

親の学習 

地震 

Hﾊﾞｽｹｯﾄ 

Bフラワー 

パステル 

カラダ流 

専門 

実践 

応用 

・運営委員会 
・運営スタッフ 

地域コミュニティに向け 

サークル（公民館） 

市民活動団体 

各種審議会 

 個人の生活・仕事に活用 

自己研鑽に向け 学びとまちづくりの新たな仕組み 

<知識・教養> <技能・アート> <健康> 

＜基礎科講座を専門化したもの＞ 

・先生養成講座 

・まちの課題ゼミ 

・まちづくり研修講座、ゼミ 

＜現状では、市民の会＞ 

自主サークル化 

サークルへ 

先生派遣 

ゼミ開設 

委員 
運営参画 

まちの先生 

生涯学習 

フェスティバル 

（学園祭） 

下線：２４年度実施の講座名 

市民参加 

団体連携 


